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平成 2６年度大阪府公立高校入学試験 後期数学Ｂ 解説(抜粋) 

 注意：数学は自由です。これ以外にも様々な解き方がありえます。 

    この問題をまだ解いていない中学生は、一度は解いてから解説を読むことをお勧めします。 
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【解いてみた感想】 

 なかなか歯ごたえのあるセットでした。難度は例年に比べて上がっているといえるでしょう。計算が複

雑で答えが合わないというような問題は少ないものの、冷静に素早く処理しないと、時間が不足して取れ

るはずの問題を落とすということになりかねません。 

難所は大問３平面図形です。解説でも書きましたが、2012年前期Ｂに続き、円周角の定理の逆が出題さ

れました。大阪府お気に入りのようです。過去問の演習をしっかりやっておけば、取れたのではないかと

思いますが、試験の緊張状態の中では気がつかない受験生も多かったのではないかと思います。とくに文

理学科などの前期受験を考えてこなかった受験生で、問題を見ていなかった場合は厳しかったと思います。

結論としては、旧学区トップ校レベルでなければ、落としてもさほど痛手にはならないでしょう。逆にと

れれば、その後の問題も取り得た(こちらも易しくはありませんでしたが)ことから、合格にかなり近づい

たと思います。 

 一方、その他の１・２・４はやや難とはいえ、基礎力がしっかり身についているかを試す問題になって

いると思います。ここでいかに取りこぼさないかが合否を決める上では重要になってくるでしょう。 

内申点や他の科目との兼ね合いがもちろんありますが、1(1)～(5)、2(1)、3(1)、4(1)･(2)の 42 点分は確

保したいところで、さらに 1(6)、2(2)、3(2)、4(3)のうちで 10点とれれば良しというところでしょうか。

ここからミスによる減点をいかに減らすかがやはり重要になってくるのは、いつものとおりです。 

  

受験をされた皆さん、本当にお疲れ様でした。せっかく受験されて必死に考えてきたのに、解き方が分

からず終わってしまうのは、寂しいのではと思って、お節介にも解説をしております。 

実力が出し切れず、もやもやした時間を過ごしている方も多数いらっしゃると思います。しかし、周囲

が私立専願や前期試験等で抜けていく中、気持ちを切らさず、最後まで頑張ってこられたという自分自身

をまず褒めてあげてください。このやりきった経験は、これからの人生で必ず役に立つと思います。 

ここからの数日は思いっきり羽を伸ばしてください。そして４月以降、様々な進路において、自分のた

めに、周囲の大切な人のために、そして少しは大阪や日本のために、ご自身の人生をさらに輝かせて欲し

いと思います。                             2014年 3月 14日 

 

 

 


